
  

▲
今
回
は
、
別
院
書
道
教
室
に
、
新
潟
市
か
ら
毎
月
、
通
っ
て
い
た
だ

い
て
い
る
、前
二
十
組
副
組
長
の
天
児
氏
よ
り
執
筆
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

三
条
別
院
書
道
教
室
東
友
会
に
入
会
し
て
三
年
が
経

ち
ま
し
た
。
還
暦
を
迎
え
定
年
退
職
を
契
機
に
苦
手
で
は

あ
っ
て
も
住
職
と
し
て
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
毛
筆

を
基
礎
か
ら
習
い
た
い
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
た
ま
た

ま
大
学
時
代
の
寮
の
先
輩
に
お
会
い
す
る
機
会
が
あ
り
、

こ
の
書
道
教
室
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
教
室
の

会
場
が
三
条
別
院
で
あ
っ
た
こ
と
も
こ
の
書
道
教
室
に

入
会
し
た
大
き
な
理
由
で
す
。「
真
宗
宗
歌
」
で
は
じ
ま

り
、「
恩
徳
讃
」
で
終
わ
る
教
室
に
書
道
が
で
き
る
有
難

さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
別
院
の
報
恩
講
の
案

内
板
書
き
の
お
手
伝
い
も
別
院
で
の
教
室
な
ら
で
は
の

こ
と
と
う
れ
し
く
思
え
ま
す
。 

教
室
は
月
二
回
、
十
八
時
三
十
分
か
ら
二
十
時
ま
で
の

一
時
間
半
で
す
。
集
中
し
て
取
り
組
む
こ
の
時
間
は
あ
っ

と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
。
最
初
に
『
氷
』
と
い

う
漢
字
を
半
紙
い
っ
ぱ
い
に
書
く
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
ま

り
ま
し
た
。
横
線
は
三
十
度
に
筆
を
入
れ
る
、
縦
線
は
四

十
五
度
、
止
め
、
は
ね
、
右
払
い
、
左
払
い
な
ど
書
道
の

基
本
が
『
氷
』
と
い
う
一
文
字
に
す
べ
て
含
ま
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
を
講
師
の
木
原
光
威
先
生
か
ら
優
し
く
わ

か
り
や
す
く
丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
在
は

毎
月
出
さ
れ
る
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
基
本
の
楷

書
だ
け
で
な
く
行
書
、
草
書
の
三
種
類
の
書
体
を
提
出
し

ま
す
。
半
紙
に
漢
字
五
文
字
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
書
く
こ
と

が
難
し
く
、
よ
く
先
生
か
ら
朱
墨
で
直
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
最
初
に
教
え
て
い
た
だ
い
た
基
本
は
常
に
意
識
し
て

い
る
つ
も
り
で
す
が
そ
れ
を
つ
い
怠
っ
た
り
、
雑
に
な
っ

て
し
ま
う
と
こ
ろ
も
丁
寧
に
指
摘
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

そ
し
て
何
よ
り
沢
山
褒
め
て
い
た
だ
く
先
生
の
お
か
げ

で
私
の
や
る
気
も
倍
増
で
す
。
新
潟
市
内
に
帰
る
車
で
の

五
十
分
は
毎
回
充
実
感
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。
先
生

か
ら
朱
墨
で
直
し
て
い
た
だ
い
た
書
は
私
の
財
産
に
な

っ
て
い
ま
す
。 

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
私
で
す
が
条
幅
に
力
強
く
堂
々
と

し
た
作
品
が
書
け
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
標
に
こ
れ

か
ら
も
書
道
教
室
に
通
い
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様

も
三
条
別
院
書
道
教
室
東
友
会
に
入
会
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。 

 

 

天
児 

匡 

氏
（
第
二
十
組
誓
林
寺
住
職
） 

      

               

○
次
回
の
「
三
条
別
院
に
想
う
」
は
、 

  
 
 

中
冨 

正
純 

氏
（
第
二
十
三
組
福
照
寺
） 

よ
り
ご
執
筆
い
た
だ
き
ま
す 

 

▲
次
号
は
三
条
声
明
会
と
し
て
お
取
り
越
し
報
恩
講
を
は
じ
め
三
条

別
院
の
法
要
・
儀
式
に
長
く
携
わ
り
、
ま
た
二
十
三
組
の
新
組
長
に

就
任
さ
れ
た
中
富
氏
に
、
執
筆
を
お
願
い
し
ま
し
た
。 

    
 

三
条
別
院
の
ご
案
内 

三
条
別
院
に
想
う 

 

真
宗
大
谷
派
三
条
別
院 
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【条幅教室で大きい紙に挑戦する天児氏】 

あ
な
た
も
、
別
院
書
道
教
室
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？ 

▲
三
条
別
院
書
道
教
室
（
東
友
会
）
は
毎
月
二
回
第
二
、
第
四
水
曜

日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
時
間
は
午
後
六
時
三
十
分
～
八
時
ま
で
。 

講
師 

木
原
光
威
先
生
（
新
潟
県
書
道
協
会
理
事
） 

月
謝  

三
，
二
〇
〇
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
） 

見
学
自
由
で
す
。
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 



  

 

毎
月
十
三
日
の
闡
如
上
人
の
ご
命
日
の
定
例
法
話
会

を
宗
祖
親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
百
五
十
年
・
立
教
開
宗
八
百

年
慶
讃
お
待
ち
受
け
事
業
と
し
て
昨
年
よ
り
継
続
し
て

お
り
ま
す
。 

  

 

十
二
月
の
講
師
は
平
等
良
香
（
た
い
ら
な
が
こ
） 

氏 

（
福
井
教
区
德
永
寺
）
で
し
た
。
慶
讃
テ
ー
マ
「
南
無
阿

弥
陀
仏 

人
と
生
ま
れ
た
こ
と
の
意
味
を
た
ず
ね
て
い

こ
う
」
の
講
題
で
、
特
に
慶
讃
事
業
の
教
化
重
点
施
策
の

一
つ
で
あ
る
「
真
宗
の
仏
事
の
回
復
」
に
つ
い
て
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。
浄
土
真
宗
の
儀
式
は
「
従
果
向
因
」

で
あ
り
、
仏
様
の
願
い
が
結
果
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
て
、

そ
の
意
味
を
確
か
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
お
話
し
さ

れ
、
慶
讃
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
を
実
際
に
歌
い
な
が
ら
お
話
し

さ
れ
ま
し
た
。
法
話
の
後
に
、
旧
御
堂
で
座
談
会
も
行
わ

れ
ま
し
た
。 

       

   

◆
一
月
の
定
例
法
話
は
休
会
と
な
り
ま
す
。 

◆
二
月
の
講
師 

  

渡
邊 

学 

氏
（
第
二
十
三
組
明
正
寺
） 

◆
日 

時 

二
〇
二
三
年
二
月
十
三
日
（
月
） 

午
後
一
時
三
十
分
よ
り 

午
後
四
時
三
十
分 

（
勤
行
、
座
談
あ
り
） 

※
講
師
の
ご
都
合
で
、
当
初
の
予
定
か
ら
、
二
月
・
三

月
の
講
師
が
入
替
え
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。 

◆
今
後
の
講
師 

二
〇
二
三
年 

三
月 

田
澤 

一
明 

氏
（
第
十
九
組
明
誓
寺
） 

四
月 

黒
田  

進  

氏
（
長
浜
教
区
満
立
寺
） 

五
月 

井
上  

円  

氏
（
高
田
教
区
淨
泉
寺
） 

六
月 

藤
場 

芳
子 

氏
（
金
沢
教
区
常
讃
寺
） 

   

          

  

去
る
十
二
月
十
八
日
、
第
十
八
組
が
中
心
と
な
り
御

煤
払
い
奉
仕
団
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
型
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
流
行
す
る
前
は
一
泊
研
修
会
で
し
た
が
、
二

〇
二
〇
年
よ
り
半
日
の
奉
仕
と
な
っ
て
い
ま
す
。
浄
圓

寺
住
職
に
よ
る
御
本
尊
と
宗
祖
真
向
の
御
影
の
御
煤
払

い
の
後
、
参
詣
者
に
よ
る
堂
内
の
梁
の
清
掃
や
、
内
陣

清
掃
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
富
樫
大
樹
氏
（
第
十

七
組
妙
音
寺
住
職
）
が
、
仏
弟
子
、
周
利
槃
特
（
し
ゅ

り
は
ん
ど
く
）
が
掃
除
に
よ
っ
て
覚
り
を
得
た
お
話
を

さ
れ
ま
し
た
。
御
煤
払
い
は
修
正
会
を
お
迎
え
す
る
準

備
の
一
環
と
言
わ
れ
ま
す
。
清
掃
が
終
了
し
一
息
つ
い

た
の
も
束
の
間
、
朝
か
ら
突
然
積
も
り
だ
し
た
雪
が
昼

に
は
膝
ま
で
積
も
っ
て
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ

ん
な
中
足
を
運
ん
で
い
た
だ
い
た
ご
寺
院
、
ご
門
徒

様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
年
は
今
後
も
県

内
に
寒
波
が
来
る
と
い
う
と
い
う
予
報
で
す
。
御
煤
払

い
と
と
も
に
、
い
よ
い
よ
本
格
的
に
長
い
新
潟
の
冬
が

始
ま
り
そ
う
で
す
。
例
年
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、

新
潟
県
の
修
正
会
の
準
備
の
大
半
は
、
参
詣
者
を
お
迎

え
す
る
「
雪
か
き
」
が
締
め
る
こ
と
に
な
り
そ
う
で

す
。 

          

宗

祖

親

鸞

聖

人

御

誕

生

八

百

五

十

年 
立

教

開

宗

八

百

年

慶

讃

定

例

法

話

会 【平等 良香 氏】 

【御本尊の御煤払い、続いて宗祖真向の御影】 

【梁の清掃。鳥が運んだ葉っぱが落ちる】 

御

煤

払

い

奉

仕

団

報

告 



  
今
年
最
後
の
活
動
で
、
大
雪
に
備
え
冬
囲
い
と
消
雪
設

備
の
準
備
を
し
ま
し
た
。
年
明
け
後
の
一
月
の
活
動
は

お
休
み
で
、
二
月
は
年
間
の
活
動
計
画
会
議
の
予
定
に

な
っ
て
い
ま
す
。 

                  

宗
祖
親
鸞
聖
人
の
御
命
日
で
あ
り
ま
す
毎
月
二
十
八
日

に
「
御
命
日
の
つ
ど
い
」
を
本
堂
に
て
、
日
中
法
要
と

法
話
、
そ
の
後
、
座
談
会
の
場
を
開
い
て
お
り
ま
す
。 

ど
な
た
で
も
お
参
り
い
た
だ
け
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
詣

を
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。 

な
お
、
前
日
（
二
十
七
日
）
は
お
逮
夜
法
要
を
、
午
後

一
時
三
十
分
よ
り
お
勤
め
し
て
お
り
ま
す
。 

◆
日 

時 

二
〇
二
三
年
一
月
二
十
八
日
（
土
） 

午
前
十
時
よ
り 

◆
会 

場 

三
条
別
院 

本
堂 

◆
お
勤
め
（
御
命
日 

日
中
法
要
） 

文
類
偈 

行
四
句
目
下 

 

念
仏
讃 

淘
五 

 
 
 
 

和 

讃 

回
口 

次
第
六
首 

 
 
 
 

回 

向 

願
以
此
功
徳 

◎
今
月
の
法
話
講
師 

 
 石

塚
祐
堂
氏
（
第
十
五
組
長
泉
寺
） 

 

▲
二
〇
二
三
年
も
身
近
な
御
聖
教
で
あ
る
『
御
文
』
五
帖
目
に
つ
い

て
継
続
し
て
、
聞
い
て
い
く
予
定
で
す
。 

 

◆
今
後
の
講
師
一
覧 

二
月 

海
岸
秀
道
（
三
条
別
院
輪
番
）【
年
頭
会
】 

三
月 
橘 

宗
真 

氏
（
第
二
十
組
顯
了
寺
） 

   

匿
名
含
め
多
く
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

次
回
引
き
取
り
予
定
日
は
一
月
二
十
四
日
（
火
）
で
す
。 

  

○
別
院
書
道
教
室
（
生
徒
募
集
中
！
） 

〔
月
二
回
第
二
、
第
四
水
曜
日
、
午
後
六
時
三
十
分
～
八
時
〕 

講
師 

木
原
光
威
氏
（
新
潟
県
書
道
協
会
理
事
） 

 

月
謝 

三
，
二
〇
〇
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
） 

  

  

○
有
志
の
会
庭
講
［
毎
月
十
三
日
］ 

ご
一
緒
に
別
院
の
お
庭
を
整
備
し
て
い
き
ま
せ
ん
か
？ 

○
有
志
の
会
花
講 

 

花
講
は
別
院
の
立
花
を
、
有
志
の
会
は
別
院
行
事
に
併
せ
た
奉

仕
活
動
や
季
節
ご
と
の
懇
親
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

○
三
条
別
院
巡
回 

 

三
条
別
院
か
ら
御
本
尊
（
絵
像
）
を
お
迎
え
し
て
、
聞
法
会
を

開
催
し
ま
せ
ん
か
？  

○
別
院
奉
仕
研
修
に
つ
い
て 

半
日
の
奉
仕
研
修
等
に
も
対
応
し
て
お
り
ま
す
。 

◆
◆
編
集
後
記
◆
◆ 

こ
の
編
集
後
記
を
書
い
て
い
る
十
二
月
二
十
日
現
在
、

新
潟
県
で
は
記
録
的
な
大
雪
で
大
変
な
状
況
で
あ
る
。
配

送
は
停
止
し
て
お
店
か
ら
品
物
が
消
え
、
国
道
は
立
ち
往

生
の
車
で
あ
ふ
れ
か
え
り
、
県
内
の
か
な
り
の
地
域
で
停

電
が
続
い
て
い
る
。
ひ
と
た
び
大
雪
が
降
る
と
、
私
た
ち

が
「
当
た
り
前
」
だ
と
思
っ
て
い
た
日
常
な
ど
簡
単
に
崩

れ
去
っ
て
し
ま
う
の
だ
。 

こ
れ
は
何
も
大
雪
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
先
日
、

今
年
の
漢
字
が
「
戦
」
に
決
ま
っ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を

見
た
が
、
今
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
「
戦
」
に
よ
っ

て
「
当
た
り
前
」
の
生
活
が
で
き
な
い
人
た
ち
が
た
く
さ

ん
い
る
。
し
か
し
、
そ
う
い
う
ニ
ュ
ー
ス
に
触
れ
て
ま
ず

思
う
の
は
、「
自
分
じ
ゃ
な
く
て
良
か
っ
た
」
と
い
う
ど

こ
ま
で
も
自
分
本
位
な
考
え
し
か
出
て
こ
な
い
の
で
あ

る
。
い
つ
崩
れ
る
か
分
か
ら
な
い
「
当
た
り
前
」
が
こ
れ

か
ら
も
ず
っ
と
続
い
て
欲
し
い
と
い
う
都
合
の
良
い
思

い
が
、
当
た
り
前
で
な
い
大
雪
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
小
原
） 

随

時

募

集

中 

 

そ

の

他

の

講

座

案

内 

宗

祖

御

命

日

の

つ

ど

い 

有

志

の

会

庭

講

よ

り

活

動

報

告 

フ

ー

ド

バ

ン

ク

を

継

続

中 

 

【別院境内地に積雪。庭講の皆さん冬囲いお疲れ様でした】 



                              

 

 

 
【予告】宗祖親鸞聖人御誕生８５０年・立教開宗８００年慶讃法

三条別院団体参拝募集 
各組・寺院の団参に申込できなかった方等を主な対象に、別院でもバスを用意します。 

ぜひ一緒に参拝しましょう。 

五
〇
年
に
一
度
の
慶
讃
法
要 

 

～別院団体参拝のポイント～ 

別院列座が引率で、第２期法要初日（15日）の伝統法要に参拝。 

御影堂の中央席を確保。 

国立博物館親鸞展他、春の京都観光します。 

日時 ２０２３年４月１４日（金）～１６日

１ 

２

」 

３ 

１月末の全寺院発送にて、募集開始予定、参加費68,000円程度（未定）、定員30名 


